
Shine a Light on a Hidden Problem
溶血によるK+値への影響 隠れた問題に光を当てる

テーマ： POCTにおける溶血が血液ガス分析に及ぼす影響とその対策
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講演１:  溶血- 臨床検査医学およびPOCTにおける重要な要因
演 者： アレクサンダー･ボン･マイヤー先生

[演者紹介]
講師のボン・マイヤー氏は、臨床検査医学の分野で20年以上の豊富な経験を持ち、MBAを取得した医師としてラボラト
リーの自動化、リーンマネジメント、人工知能の応用において顕著な業績を挙げられています。
現在はドイツ・ミュンヘンにあるバルムヘルツィゲ・ブリューダー病院の臨床検査医学研究所の責任者を務めており、品質
管理分野において重要な役割を担っています。また、DGKLやEFLMの著名な作業部会の議長も歴任しています。
博士のこれまでの研究成果には、品質管理から検査利用に至る幅広いテーマを扱った52編の論文と、国際学会での講演多数
が含まれます。
ドイツ語と英語のバイリンガルであるボン・マイヤー氏は、世界的に評価されるラボラトリー医学のリーダーとして知られ
ています。

講演2:  溶血検出機能を搭載した血液ガス分析装置 GEMプレミア7000のご紹介

演 者： 植田 大輔 アイ･エル･ジャパン株式会社 血液ガス事業本部

販 売 名 ： GEMプレミア7000
一般的名称： 汎用血液ガス分析装置
分 類 ：一般医療機器、特定保守管理医療機器
届 出 番 号 ：13B2X10481000050

本講演は英語で行われますが、
同時通訳をご用意しております。
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